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研究成果の概要（和文）：　本研究では、超高齢多死社会の現代日本における「死」への対処を、現場に即した
「ケア」のあり方に注目して検討した。その際にはとりわけ、人文社会科学的基盤に立つメンバーと、看護学的
基盤に立つメンバーの異なるディシプリンによる観点の違いに留意し、その点の相互理解をする中から、「死の
ケア」への新たな道実現の要点を考察した。
　本研究の成果報告書として、『現代日本における『死のケア』のための異分野融合研究』（総頁数112）を刊
行した。

研究成果の概要（英文）：　　In this research, we examined how to cope with "death" by paying 
attention to the way of "care" conforming to the situation of "death" in contemporary Japan of a 
hyper-aged and multi-death society.　In doing so, we took note of differences in viewpoints due to 
disciplines between members of humanities and members of nursing.　 From the mutual understanding of
 that point, we examined the key points of realizing a new path to "care for dying".
　　As a result report of this research, Interdisciplinary research for “care for dying" in 
contemporary Japan" (pp.112) was published.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 「死」をめぐる種々の問題は、これまでも
様々な学問領域で議論されており、「死生学
研究」という大きな枠組みも形成されている。
「死」と「ケア」との関係では、「どのよう
に死を迎えるか」（デスエデュケーション）、
「どのように患者や家族を死へ送るか」（タ
ーミナルケア）、「どのように親しい人の死を
乗り越えるか、また、どのように遺族をサポ
ートできるか」（グリーフワーク／グリーフ
ケア）という視点から、身体的ケアに止まら
ず、それぞれの場面における「死」に対峙す
る態度も考察されてきている。しかし、こう
した「死」をめぐる研究は人称性・主体性が
曖昧なまま進められてきた感もある。一方、
「死」の場面に直面する人々にとっては、「人
称の明確化」は看過できない問題である。と
いうのも、他人（〈あなた〉）の「死」を通じ
て「死」に対峙しているのは、常に自分（〈わ
たし〉）なのである。よって、〈わたし〉中心
の「死」との向き合い方も議論されなければ
ならない。 
 また欧米の学術理論の影響を受けて進展
してきた死生学研究においては、「心」と「身」
の問題が切り分けられて分析されることも
ある。実際の現場の問題としては、「看護さ
れる身体」や、「死に逝く身体」（死体）、「遺
された身体」（遺体）と、それぞれの身体の
人格に関わる問題には対応しきれていない
点があることも指摘できる。「死」をめぐる
場面では、死ぬ人物と遺される人物という
「当事者」が、意識の志向性によって異なる。
「死」を考える上では、誰の、どの場面での
「死」なのかを明確にすることが不可欠であ
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究は現代日本における「死」をめぐる
「ケア」に焦点を置き、人文科学の諸分野で
の研究を「ケア」の現場に反映させることで
新たな知見を生みだすことを目的としてい
る。特に、看護・医療の現場や看取りの前後
におけるターミナルケア・デスエデュケーシ
ョン・グリーフワーク／グリーフケアの実態
を踏まえ、問題点を吸い上げ、そしてそれぞ
れの「ケア」の向上に人文科学が何を提唱で
きるのかを模索し、新たな視座を構築するこ
とを目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、デスエデュケーション・ターミ
ナルケア・グリーフワーク／グリーフケアそ
れぞれの場面における「死」を、看護・医療
の従事者と人文学の研究者間の連携をもっ
て考察し、理解を深めることに主眼をおいて
いる。そのため本研究の基礎は、看護・医療
の現場とアカデミズムとの継続的コミュニ
ケーションにあり、双方向の情報提供と提言
が重要である。よって、研究期間を通じて、
互いの意見交換を密に行う〈場〉を保持する

ことに留意した。同時に、各分担者が必要に
応じた個別調査・研究を行い、その成果を常
にフィードバックする方法をとる。看護・医
療の現場でも、とりわけ、終末期医療に携わ
る機関や、看護師は、日常的に「死」に対峙
し、また責任を持つ。そこで、本研究を、終
末期医療を行っている医院、また、看護師へ
の聞取りを行い、以下のような手順を元に、
その生の声を汲み取るところから始めた。 
(1)「死」の当事者に対する基本的問題点の
洗い出し  
 デスエデュケーション・ターミナルケア・
グリーフワーク／グリーフケア、それぞれの
現場において、ケアされる患者や遺族に留ま
らず、「ケア」の従事者が向かい合っている
「死」の問題について踏み込んだ論点整理を
行う。「死」に直面している様々な当事者と
の個別的インタビューや集団セッションを
通して、当事者が抱える問題を明確にし、な
にが求められているのかクリアにする。具体
的なパートナーとして、仙台圏のナースおよ
び終末期医療の関係者、在宅介護の経験者、
身近な人を最近失くした遺族を想定してい
る。いわゆる異常死を大量にもたらした東日
本大震災の犠牲者遺族については、時宜を見
計らいながら、可能な範囲で接触した。 
(2)人文学サイドの調査・資料収集 
 「死」に対する歴史的・文化的理解を増強
するために、適宜、資料収集や事例調査を実
施した。特に、欧米の諸理論に偏らず、むし
ろ日本を含めたアジア文化圏の慣習や価値
観を対象に研究を進めることを心がけた。初
年度は、日本国内、特に東北の事例から着手
し、次年度以降、順次、対象地域を拡大し、
各分担者の専門領域に寄った対象の資料・事
例調査へとシフトした。 
(3)人文学側と看護・医療側との意見交換の
〈場〉の形成 
 平成 27 年度以降は、前年度からの「死」
の当事者とのコミュニケーションを継続し
つつ、そこから得られた知見や、人文学側の
考察・議論の成果を報告し、さらに応答を得
るための定期的な機会を設けた。「死に逝く
身体」／「遺される身体」が歴史的文化的に
どのように捉えられてきたかについての理
解を、看護・医療側と研究者側とで交換する
ことで、直接的には現代社会の価値意識とは
異なる様相を示す様々な論点が、現代社会の
現場を知る人々とどのように結びつけられ
得るのかに留意しつつ検討した。 
(4)成果の公開 
研究の成果は、内部での交換に終始するので
はなく、開かれた場において広く発信してゆ
く。具体的には、公開講演会（１回）・シン
ポジウム（２回）の開催を実現した。また、
研究範囲にインド・中国を含んでいることか
ら、日本に留まらず海外での研究報告、刊行
物での発表などを代表者と一部の分担者が
行った。 
最終年度には研究全体の総括を行い、その成



果を報告書にまとめて、関係機関等に配布し
た。 
 
４．研究成果 
 本研究では二回の中間発表会を公開シン
ポジウムという形式で実施した。 
 第一回の公開シンポジウムは平成 27 年の
10月3日に岡山大学津島キャンパスにおいて
「死の受容の最前線」のテーマで開催した。
当日は、以下に述べた二つの講演と四つの報
告がなされ、それらの発表内容については
『死の受容の最前線』の題名の予稿集として
作成・配布された。 
講演１「新再被災地から超高齢多死社会へ」  
  （鈴木岩弓）、 
講演２「在宅医療における臨床宗教師の実
践」 （田中至道：臨床宗教師） 
報告１「死の受容と施餓鬼聖典」（菊谷竜太） 
報告２「祭文から弔辞へ」（高橋恭寛） 
報告３「死体の処置（ケア）の今」（小田島
建己） 
報告４「死を看取り続ける看護師の悲嘆過
程」（近藤真紀子） 
 第二回の公開シンポジウムは、翌平成 28
年の 6 月 25 日に、東北大学に置き「死の受
容の最前線−死ぬまえ 死ぬとき 死んだあと
−」のテーマで公開された。この時は、以下
の 5報告がなされ、前回同様、予稿集が配布
された。 
報告１「老いは『恥』か、『若きにまされる』
か− 17 世紀日本における『老い』の諸相−」
（本村昌文） 
報告２「余命 1か月以内であった終末期がん
患者の語りより」（大浦まり子） 
報告３「初めて患者の死に遭遇した看護学生
の経験」（近田真美子） 
報告４「死を見つめる〜看取りの現場からの
語り〜」（工藤洋子） 
報告５「在宅緩和ケアの看取りをめぐる動物
たち−患者と家族もとっての意味−」（相澤出） 
 二回目のシンポジウムの際のフロアとの
討論に置き、看取りの現場における「死の受
容」と「ケア」との関わりの中に、メンバー
が装幀していなかった、医療と宗教の問題が
未解明であることが明らかになった。この点
を補うための時間が不足することが明らか
になったため、無理なまとめを行わずに、ま
とめを翌年度に延ばすことを決め、その手続
きに入った。 
 その後一年掛けて意見交換をする中で、こ
れまでの成果の見直しも図られ、最終的に
『現代日本における『死のケア』のための異
分野融合研究』を刊行した。本書に収められ
たのは以下の論考である。 
・「老いと死をみつめる」（本林昌文） 
・「初めて患者の死に遭遇した看護学生の経
験」（近田真美子） 
・「死を見つめる〜看取りの現場からの語り
〜」（工藤洋子） 
・「在宅緩和ケアの看取りをめぐる動物たち−

患者と家族にとっての意味−」（相澤出） 
・「在宅医療における臨床宗教師の実践—超高
齢多死社会に向けて−」（田中至道） 
・言葉で＜かたどる＞哀しみ−追悼文の今昔−
（高橋恭寛） 
・「近代以降の死後の処理」（小田島建己） 
・「死を看取り続ける看護師の悲嘆過程」（近
藤真紀子） 
・「二・五人称の死−“死者の記憶”のメカニ
ズム−」（鈴木岩弓） 
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